
ディボーション質問表 19 日（日）先週一週間のディボーションをふり返ってみましょう。 １．心に残った箇所、教えられた箇所に何か共通点はありましたか？ ２．その中で一番心に残っていることは何でしょうか？ ３．教えられた事をどのように先週の歩みの中に生かせたでしょうか？ その事を誰かに分かち合ってみませんか。  20 日（月）ルツ記 ２：１～１３ １．家から出て生活の為に何かしようとしないナオミにルツは「落ち穂拾い」を提案します。 このように強制でなく自分で決めて何かする習慣をあなたは持っていますか。  ２．外国人のルツに対してボアズは親切にします。 ルツのどんな面が彼の心にひびきしたか。  ３．ルツのように「はからずも」神の用意した所に行くことがあります。 あなたにとってはどこですか。  21 日（火）ルツ記 ２：１４～２３ １．ルツは十分食べ、残しておいたものをナオミに与えました。 あなたの信仰生活にこの原則は生かされていますか。  ２．「買い戻しの権利」とは借金の肩代わりです。 これによって何かを買い戻した親族は領地などを増やすことができます。 しかし自分に権利のない土地を好き勝手に買収することはできません。 これは資本主義経済とは異なる部分です。 このように売買に規制があることはユダヤ社会にどんな影響があったと思いますか。 またあなたは自分のお金の使い方にどんな規制を課していますか。  22 日（水）ルツ記 ３：１～１８ １．ルツに対してナオミが提案します。 「あなたがしあわせになるために…行きなさい。」 あなたの宣教は誰の為ですか。 相手がしあわせになることを意識して今日行動してみましょう。  ２．ルツのとった行動は大スキャンダルに発展する危険をはらんでいました。 でもそうはならなかったのは互いへのリスペクト（尊敬）と神へのリスペクトがあったからです。 あなたは今日、誰に、どんなリスペクトを示しますか。  23 日（木）ルツ記 ４：１～６ １．ボアズは買い戻しの手続きを実行に移します。 ボアズよりも優先権のあった親類はその権利を放棄しました。 この親類の気持ちを自分のことばで言い表してください。  ２．あなたにも買い戻しの権利ある対象を神は用意されています。 それは何、または誰でしょうか？ 逆に他の人にゆだねるべき領域はありませんか。  24 日（金）ルツ記 ４：７～２２ １．はきものを脱ぐことで契約は有効になりました。 このことからあなたは何を連想しますか。  ２．１４、１５節に見るような祝福の言葉を聞いたことがありますか。 あなたが今日祝福するべき相手を見つけ、実践してみましょう。  ３．１８節以降の家系を読み、ルツの人生を一言で言い表してください。  25 日（土）詩篇 ４6：1～11 １．私たちとともにおられる、天の父はどのような方でしょうか？  ２．今までの歩みを振り返り、天の父が避け所や力、助けとなってくださった事を思い起こし感謝してみませんか？ 


